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訳注１）Ernst Bloch, Geist der Utopie（第一版1918年、邦訳エルンスト・ブロッホ『ユートピアの精神』、
好村冨士彦訳、1997年、白水社）。ここでの訳文は既出の邦訳書を参考とした。
















































































































































































血人種」や「異人種間関係から生まれたバ イ レ イ シ ャ ル 」子どもと呼ばれただろう。そのせいで
彼は貧困や人種的序列化の悪意を体験させられたが、それだけではなかった。彼
は、黒と白のどちらにも落ち着くことのない境界侵犯的な親密さの徴をその身体

















































原注１）Richard Wright, Twelve Million Black Voices, Lindsay Drummond Ltd. London, 1947.
原注２）Brian Ward, Just My Soul Responding: Rhythm and Blues, Black Consciousness and Race Relations, Uni-












































































原注３）Paul Gilroy, There Ain't No Black in the Union Jack, Routledge, 2002.
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訳注12）ボブ・マーリー＆ザ・ウェイラーズの “Them Belly Full (But We Hungry)”という曲への言及。
原注６）Melody Maker, June 1973 p.25.
原注７）Martin Luther King Jnr., Strength to Love, Harper and Row, New York, 1963.
